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1

１.指標に「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律に基づきプラスチック使
用製品廃棄物の分別収集のための基準を策定し、当該基準に従って
適正な分別排出を促進するために必要な措置を講じた市町数（市町）」とあるが「必要
な措置を講じた市町数」とは具体的にどのような措置を行っている市町を想定している
か。

２．（１の回答が「措置とはプラ一括回収を実施していること」であった場合）
法施行後三年以内に製品プラスチックの一括回収を行う予定の市町村は、制度の不透明
さや財政負担の大きさなどの問題から、全国で１割未満という報道があったところ、上
記指標の「中間目標値（2025 年度）35市町」は、極めてハードルが高い目標と考える。
一方で、その高い中間目標を達成するための、静岡県から市町への具体的な支援内容が
記載されていないように思えるが、県としてどういった支援を行い、どのようにこの中
間目標を達成しようと考えているか。

御意見を踏まえて
取り組む

１　「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する
法律」により、市町においては、分別収集に当たって
排出者が遵守すべき基準を策定し、その基準を排出者
に周知させるための措置や、基準に従って適正に分別
排出されることを促進する措置を講ずるよう努めるこ
ととされております。このことを踏まえ、基準策定の
上で住民への周知などの取組を行っている市町を指標
の対象として想定しております。

２　市町によりプラスチック資源回収の取組に差が生
じると想定しており、県としては、交付税措置など国
の支援状況を見ながら、積極的にプラスチック資源回
収に取り組む市町への支援方法を検討してまいりま
す。

くらし・環
境部

廃棄物リサ
イクル課

2

「麻機遊水地について盛り込んでほしい」
麻機遊水地は巴川の治水対策事業で作られた遊水地ですが、洪水や浚渫・造成・営農に
より生きることができる攪乱依存種のなかでも貴重な植物が多く存在している貴重な湿
地帯です。
日本の重要湿地や各種表彰を受けている地域で自然環境における価値は高いと思いま
す。
現在静岡土木事務所が立ち上げ、現在は河川改良課と静岡市緑地政策課が事務局を務め
る「麻機遊水地保全活用推進協議会」はあさはたの貴重な動植物を保全しながら地域の
活性化を
目指す組織です。本協議会は、自然再生推進法に基づく協議会で日本に50もない組織で
す。
静岡市ではこの麻機遊水地をOECMの第一号群とすべく勉強会などを行いながら準備を進
めておりすでに環境省からの視察も受け入れております。
以上から麻機遊水地は県の環境計画の中でも大きく役割を果たすと思っておりますの
で、計画に入れていただきたいと思います。

御意見を踏まえて
計画を修正

御意見を踏まえ、「県民との協働により、麻機遊水地
や馬込川河口部などの湿地・干潟や篠原海岸などの砂
浜などで、多様な自然環境の保全・再生を促進しま
す。」と修正します。

交通基盤部
河川海岸整

備課

第４次静岡県環境基本計画（案）に対する意見募集（パブリックコメント）の結果について

１　意見募集期間：令和３年12月21日（火）から令和４年１月18日（火）まで
２　意見件数等：６人の方から12件の御意見をいただいた。

資料３
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今回の環境基本計画で最も重要な施策は「１　脱炭素社会の構築～カーボンニュートラ
ルの実現～」であると認識します。
これは自治体はもとより、国策として2050年温室効果ガス排出ゼロを掲げており早急に
取り組むべき事案である。

御意見を踏まえて
取り組む

　脱炭素社会の構築については、大変重要な施策であ
ると認識しており、分野別計画である「第４次静岡県
地球温暖化対策実行計画」を令和３年度中に策定する
こととしております。

　第４次静岡県地球温暖化対策実行計画では、国の地
球温暖化対策計画の目標である2013年度比46％削減を
上回るよう目標値を設定し、「徹底した省エネルギー
対策等の推進」、「再生可能エネルギー等の導入・利
用促進」、「吸収源対策の推進」などに官民を挙げて
取り組み、脱炭素社会の構築を目指してまいります。

くらし・環
境部

環境政策課
（地球環境

班）

4

成果指標が案の段階なので精査中、検討中であることは特に問題はないのですが、この
成果指標を実現する施策展開が「～を支援する」とか「～促進する」という定性的なも
ので、具体的数値目標を盛り込んだ定量的な展開がありません。
各々の施策展開の積み上げが、結果、成果指標になるのではないかと考えます。
今回のパブリック・コメントを経て、第４次環境基本計画が取りまとめられると思いま
すが、各々の施策展開に具体的な数値目標を今後盛り込む予定があるのか、お聞かせ頂
ければ幸いです。

御意見を踏まえて
取り組む

　本計画では、成果指標18件のほかに、施策の進捗状
況を示す活動指標を51件（うち再掲２件）掲載するこ
ととしており、双方の指標により、施策の実施状況や
目標の達成状況の進捗管理を行ってまいります。

くらし・環
境部

環境政策課

5

P47
不法投棄対策の推進の主な取り組みについて、監視体制の整備のみならず
土砂を偽装した不法投棄対策の記載を追記した方が良いのではないか。
・事件化し警察との協働
・住民が納得する対応

御意見を踏まえて
計画を修正

　土砂を偽装した廃棄物の不法投棄事案は、捜査の過
程で廃棄物の混入が判明し、事件となることがありま
す。
　こうしたことから、捜査機関との連携は重要であ
り、不法投棄対策の推進のため、捜査機関と連携する
旨を計画に追記します。
　一方で、悪質な手口はますます巧妙化していくた
め、土砂混入に限定することなく、不法投棄対策を推
進していくこととしております。

　また、廃棄物に関する事件となった場合は、住民に
対して情報提供を行うとともに、行為者への指導監督
の徹底と早期の原状回復により、住民の生活環境の保
全に努めてまいります。

くらし・環
境部

廃棄物リサ
イクル課
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P61
環境影響評価の実施の主な取り組みについて、国への要望ではなく、県条例に大規模太
陽光全てにおいて、住民合意が必要な形をつくれないか。

御意見を踏まえて
取り組む

　県条例に基づく環境影響評価手続では、事業者に対
して、住民の皆様への説明の場を設け、環境保全の見
地から御意見を伺うとともに、その内容を取りまとめ
た意見概要書を県に提出することを求めております。
　県では、こうした住民の皆様の御意見を踏まえ、環
境影響評価を適切に実施するよう、知事意見として事
業者に伝えることにより、地域の合意形成を図ってお
ります。

くらし・環
境部

生活環境課

7

“森・里・川・海の保全”＝同一内容が２つ、極めて違和感あり。
柱の立て方・グルーピングの問題か？再考を。＊紙やトナー・インクの無駄。環境保全
に逆行

該当箇所
２循環型社会の構築（４）自然資源の循環の小柱③と４自然共生社会の構築（２）

御意見の反映は困
難

　本計画では、県の環境施策を体系化して、総合的か
つ計画的に推進することとしております。環境施策は
複合的な要素を有するものが多く、一つの施策が複数
の施策体系に関連する場合は、施策を再掲して取りま
とめております。

くらし・環
境部

環境政策課

8

軽微な誤り
（１）目次（案）の頁付け
（２）用字に不統一等あり（例示）
        ア （誤）ビックデータ p55-8
             （正）ビッグデータ p69-23
        イ   生かした＝３・活かした ＝多数
               ＊常用・常用外にとらわれなくとも統一すべき
        ウ   併せて→あわせて  ＊接続詞はひらがな（基本）

御意見を踏まえて
計画を修正

御意見を踏まえて、計画案を修正します。
くらし・環

境部
環境政策課

9
「省エネルギー」と「省エネ」が混在しているように見受けられますが、書き分けは為
されているのでしょうか。
基本的には、「省エネルギー」に統一すべきと思料します。

御意見を踏まえて
計画を修正

御意見を踏まえて、計画案を修正します。
くらし・環

境部
環境政策課
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P23
コラム１は削除することが適当であると思料します。

理由：環境・社会・経済の３要素、及びSDGsの各ゴールは互いに対等であり、優先劣後
が存在するかのような図及び記述をすべきではないため、コラム１は削除することが適
当であると思料します。

御意見を踏まえて
計画を修正

　コラム１「ＳＤＧｓウェディングケーキモデル」に
ついては、ＳＤＧｓの17のゴールを環境・経済・社会
の３側面に分類し、その関係性を示した図であり、環
境・経済・社会の３側面の優劣を表したものではあり
ません。
御意見を踏まえ、モデルの意図をより適切に表現する
ため、計画案を修正します。

くらし・環
境部

環境政策課

11

P29、82

エネルギー関連の指標が精査中となっておりますが、エネルギー基本計画等で示されて
いる国目標を上回る野心的な目標の設定を期待します。

理由：温室効果ガス排出削減率の目標（2030年度において、2013年度比46%以上の削減）
との整合を図るため。

御意見を踏まえて
取り組む

　エネルギー関連の指標については、現在改定を進め
ている「ふじのくにエネルギー総合戦略」において、
精査を行っているところであります。
　「ふじのくにエネルギー総合戦略」では、再生可能
エネルギー等の最大限の導入拡大などをテーマにかか
げており、温室効果ガス排出削減量の目標の達成を目
指し、地域と共生した再生可能エネルギーの導入促進
を図ってまいります。

経済産業部
エネルギー

政策課

12

P30

「再生可能エネルギー由来電気（ＲＥ１００）」という記載について、括弧内は削除す
べきと思料します。

理由：当該記述では再生可能エネルギー由来電気のことをＲＥ１００と呼称するものと
誤解される懸念があるため。

御意見を踏まえて
計画を修正

御意見を踏まえて、計画案を修正します。
くらし・環

境部
環境政策課


